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　平成 28年 10月 23日（日）に、希望郷いわて大会（第 16回全国障害者スポーツ大会）のオープン卓球バレー
全国交流大会が、盛岡市のふれあいランド岩手で開催され、村からは、すき昆布にちなみ「スッキーズ」とい
うチーム名で 5名の方が出場しました。
　皆さんは毎週、久慈市のひばり療護園の利用者の方々と一緒に作戦を考え、練習を重ねてきました。その成
果もあってリーグ戦では 2位と好発進！でしたが、トーナメント戦では惜しくも 1回戦で敗退し、ベスト 8
という結果でした。
　悔しい結果となりましたが、試合が終わると皆さんの緊張も解け、やっと笑顔がみえていました。
　卓球バレーが正式種目になることを願い、練習を続けていきましょう！皆さん本当にお疲れさまでした。
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平成28年度　事業計画・当初予算

■ 事 業 計 画

【地域福祉・在宅福祉関連事業】
１、地域・在宅福祉部会の開催
２、福祉座談会の開催
３、在宅福祉サービス事業の推進
　　①福祉有償運送サービス事業
　　②いきいき・子育て支援サロン事業
　　③配食サービス事業の実施検討
　　④小地域ネットワークの構築
４、在宅介護用品展示・斡旋事業の充実

【ボランティア活動関連事業】
１、ボランティアセンター機能の強化
　　①ボランティア個人、団体登録・斡旋の推進
　　②ボランティア団体の活動支援
　　③リーダー研修の実施
２、ボランティア連絡協議会の結成支援
３、住民参加型事業の企画実施

【福祉教育関連事業】
１、福祉教育部会の開催
２、ボランティア協力校事業の推進並びに活動支援
　　①本会指定ボランティア協力校の設置
　　②福祉教育担当者連絡会議の開催
　　③各地区雪かき隊の結成支援

【低所得者等対策関連事業】
１、生活福祉資金貸付の推進
　　①貸付世帯への償還相談・支援の推進
　　②貸付調査委員会の開催
２、たすけあい資金の貸付推進
　　①貸付世帯への償還相談・支援の推進
　　②債権管理の徹底

【相談・援助活動関連事業】
１、心配ごと相談事業の推進
　　①心配ごと相談所運営委員会の開催
　　②心配ごと相談員研修の実施
　　③心配ごと相談所の開設
２、地域福祉権利擁護事業の推進
３、福祉サービス苦情解決事業の推進

【予算・財源確保対策、基盤整備関連事業】
１、企画・財政部会の開催
２、行政との懇談会・要望書の提出の実施
３、世帯・特別会員の増強活動の推進
４、地域福祉基金の造成の推進

【調査・広報活動関連事業】
１、調査・広報部会の開催
２、「ふだいむら福祉だより」の発行
３、住民福祉意識調査の実施

【共同募金事業への協力】
１、赤い羽根共同募金義援金の募集協力
２、普代村歳末たすけあい運動義援金の募集協力
３、普代村歳末たすけあい運動義援金の配分協力
４、�岩手県共同募金会普代村共同募金委員会の
　　事業協力

【当事者組織・福祉団体への協力】
１、福祉団体部会の開催
２、普代村老人クラブ連合会への事業協力
３、普代村身体障害者福祉協会への事業協力
４、普代村母子寡婦福祉協会への事業協力
５、普代村手をつなぐ親の会への事業協力

【会の運営】
１、事務局会議の開催
２、正副会長会議の開催
３、理事会の開催
４、評議員会の開催
５、監査・出納調査の実施
６、部会機能の強化

【指定管理者による施設管理・運営】
１、普代村自然休養村管理センターの管理・運営
２、普代村立普代社会体育館の管理・運営

【第 14 回普代村歳末たすけあいチャリティー演芸会、
  第９回普代村福祉大会の開催】
１、関係機関との連携の強化

平成28年度の事業計画と予算が、３月29日に開催された第４回評議員会で承認されました。

■ 重 点 項 目

①総合企画機能の充実　　②福祉サービスの充実　　③ボランティア活動の拡大と支援体制の強化
④福祉教育の推進　　⑤関係機関、関係団体との連携の強化

社会福祉事業資金収支予算書
自　平成 28 年４月１日　　至　平成 29 年３月 31 日

（単位：円）

公益事業資金収支予算書
自　平成 28 年４月１日　　至　平成 29 年３月 31 日

（単位：円）

特別会員を募集しています
　村社会福祉協議会では、一般会費（世帯会
費）、賛助会費（社協役員・評議員）の他に、
本会の活動の趣旨の賛同し、ご協力いただけ
る個人、団体、企業様に特別会員になってい
ただき、財政の支援をお願いしております。
　会費額は、一口千円で、口数はご支援いた
だける申し出の口数でお願いしております。

勘 定 科 目 予 算 額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

受託金収入 5,557,000 

事業収入 242,000 

受取利息配分金収入 1,000 

その他の収入 151,000 

事業活動収入計 (1) 5,951,000 

支
出

人件費支出 1,311,000 

事務費支出 5,680,000 

事業活動支出計 (2) 6,991,000 

事業活動資金収支差額
(3) ＝ (1) － (2) △ 1,040,000

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入 施設整備等収入計 (4) 0 

支
出 施設整備等支出計 (5) 0 

施設整備等資金収支差額
(6) ＝ (4) － (5) 0 

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入 その他の活動収入計 (7) 0 

支
出 その他の活動支出計 (8) 0 

その他の活動資金収支差額
(9) ＝ (7) － (8) 0 

予備費支出 (10) 500,000 

当期資金収支差額合計
(11) ＝ (3) ＋ (6) ＋ (9) － (10) △ 1,540,000

前期末支払資金残高 (12) 1,540,000 

当期末支払資金残高 (11) ＋ (12) 0 

勘 定 科 目 予 算 額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
　
　
入

会費収入 1,214,000 

寄付金収入 50,000 

経常経費補助金収入 13,577,000 

受託金収入 214,000 

貸付金収入 900,000 

事業収入 322,000 

受取利息配分金収入 1,000 

その他の収入 76,000 

事業活動収入計（1） 16,354,000 

支
　
　
　
出

人件費支出 10,491,000 

事務費支出 1,348,000 

事業費支出 2,812,000 

貸付事業支出 4,408,000 

分担金支出 150,000 

助成金支出 544,000 

事業活動支出計（2） 19,753,000 

事業活動資金収支差額
（3）＝（1）−（2） △ 3,399,000

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入
施設整備等寄付金収入 1,000 

施設整備等収入計（4） 1,000 

支
出

固定資産取得支出及び繰入金支出 1,000 

施設整備等支出計（5） 1,000 

施設整備等資金収支差額
（6）＝（4）−（5） 0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

サービス区分間繰入金収入 257,000 

その他の活動による収入 1,000 

その他の活動収入計（7） 258,000 

支
　
出

基金積立資産支出 50,000 

積立資産支出 696,000 

サービス区分間繰入金支出 390,000 

その他の活動支出計（8） 1,136,000 

財務活動資金収支差額
（9）＝（7）−（8） △ 878,000

予備費支出（10） 240,000 

当期資金収支差額合計
（11）＝（3）+（6）+（9）−（10） △ 4,517,000

前期末支払資金残高（12） 4,517,000 

当期末支払資金残高（11）+（12） 0 
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平成27年度　事業報告・決算法人全体決算書

■ 主 な 事 業 報 告
【会務の運営】
１、理事会開催	 ５回
２、評議員会開催	 ４回
３、監事会開催	 ４回

【広域社協連絡協議会事業の推進】
　久慈地区広域社協連絡協議会の一員として、管内
市町村首長に対して、社協基盤強化の要望をするな
ど、広域管内社協相互の協調と連携を図り、積極的
に事業展開を図った。

【他組織との協働活動の推進】
　保健、医療、教育にかかわる他組織との連携の強
化を図り、協働活動を推進し、各種事業の効果的促
進を図った。

【ボランティア活動関連事業の推進】
　住民参加による福祉活動の推進のため、各種広報
活動、移送サービス事業や平成 26 年度から開始した
在宅高齢者等配食サービス等各事業への参加を求め
ボランティアへの意識の高揚、たすけあいの心の醸
成に努めた。
　１、移送サービス事業
　　・平成27 年度利用実績� 105 件
　　・利用登録会員� 28 名
　　・運転ボランティア登録会員� 15 名
　　・介助ボランティア登録会員� 4 名
　２、在宅高齢者等配食サービス事業		
	 　　・平成 27 年度利用実績（月 2回）� 56 件
　　・利用登録会員� 3 名
　３、共同募金活動
　　・赤い羽根共同募金実績額� 797,982 円
　　・歳末たすけあい運動実績額� 743,946 円

【児童福祉活動事業の推進】
　村内の小中学校をボランティア協力校に指定し、
次世代を担う児童・生徒の社会福祉への理解と関心
を高め、奉仕、連帯の心を醸成するとともに、児童・
生徒を通じて家庭及び地域社会の啓発を図った。
　・ボランティア協力校　２校
　　　普代小学校　　第９次指定（初年度）
　　　普代中学校　　第５次指定（中間年度）

【各種福祉団体の支援】
・普代村老人クラブ連合会への支援
・普代村身体障害者福祉協会への支援
・普代村母子寡婦福祉協会への支援
・普代村手をつなぐ親の会への支援

【受託事業の円滑推進】
　低所得者世帯の援助の充実を図り、諸制度の効果
的運用と物心両面にわたる援助に努めた。
　１、生活福祉資金貸付状況
　　　　申請件数� 2 件
　　　　決定件数� 2 件
　　　　総貸付数� 67 件
　　　（内訳）

・災害援護資金	 1 件	 ・福祉資金（住宅）� 1 件
・教育支援資金	 47 件	 ・離職者支援資金� 1 件
・生活資金	 1 件	 ・福祉資金（福祉費）� 6 件
・療養・介護資金	 2 件	 ・総合支援資金� 8 件

総貸付金額（利子含）	 総償還額（利子含）	 総償還残額

　91,271,818 円 −	64,773,279 円  ＝	 26,498,539 円

２、たすけあい資金貸付状況
　　　　貸付申請件数� 1 件
　　　　貸付決定件数� 1 件
　　　　償還完了件数� 0 件
　　　　総貸付数� 8 件

総貸付金額	 総償還額	 総償還残額

　800,000 円　−	 328,000 円　＝	 472,000 円

【心配ごと相談事業の推進】
　村民の日常生活上のあらゆる相談に応じ、助言、
援助に努めた。
　相談受付状況
　　　一般相談　　　11 件

【指定管理者による施設管理・運営】
１、普代村自然休養村管理センターの管理・運営
　　・利用者実績� 3,333 名
２、普代村立普代社会体育館の管理・運営
　　・利用者実績� 7,902 名

　　村社会福祉協議会が平成 27 年度に実施した事業の報告と決算がまとまり、5月27日に開催されました第
1 回評議員会で承認されました。主な事業と併せて報告します。

資金収支計算書
自　平成 27 年４月１日至　平成 28 年３月 31 日

（単位：円）

貸借対照表
平成 28 年３月 31 日現在

（単位：円）

勘 定 科 目 決 算 額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
　
　
　
　
　
入

会費収入 1,218,000 

寄附金収入 123,745 

経常経費補助金収入 15,271,031 

受託金収入 5,963,016 

貸付金収入 376,000 

事業収入 599,954 

受取利息配当金収入 5,008 

その他の収入 237,697 

事業活動収入計 （1） 23,794,451 

支
　
　
　
　
　
　
出

人件費支出 11,898,721 

事業費支出 842,127 

事務費支出 6,866,858 

貸付事業支出 160,000 

分担金支出 138,900 

助成金支出 518,301 

返還金支出 846,000 

事業活動支出計 （2） 21,270,907 

事業活動資金収支差額 （3）=（1）－（2） 2,523,544 

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入
施設整備等寄附金収入 100,000 

施設整備等収入計 （4） 100,000 

支
出
固定資産取得支出 0 

施設整備等支出計 （5） 0 

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） 100,000 

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

その他の活動による収入 0 

その他の活動収入計 （7） 0 

支
　
出

基金積立資産支出 125,407

積立資産支出 1,071,341 

その他の活動支出計 （8） 1,196,748 

その他の活動資金収支差額（9）=（7）－（8） △ 1,196,748

予備費支出 （10） 0 

当期資金収支差額合計 

　　　（11）=（3）+（6）+（9）－（10）
1,426,796 

前期末支払資金残高 （12） 4,523,661

当期末支払資金残高 （11）+（12） 5,950,457 

資 産 の 部 負 債 の 部

勘定科目 決算額 勘定科目 決算額

流動資産 7,261,362 流動負債 1,310,905 

預貯金 7,239,414 事業未払金 120,810 

未収金 15,948 その他の未払金 1,098,040 

仮払金 6,000 職員預り金 92,055 

固定資産 23,311,463 固定負債 11,662,005 

基本財産 1,000,000 退職給付引当金 11,662,005 

基本財産特定預金 1,000,000 負債の部合計 12,972,910 

その他の固定資産 22,311,463 純 資 産 の 部

車輌運搬具 920,210 基本金 1,000,000 

器具及び備品 96,425 第一号基本金 1,000,000 

長期貸付金 848,000 基金 6,753,995 

退職給付引当金 11,662,005 はまゆり基金 6,628,588 

備品等購入積立資産 2,030,828 国庫補助金等特別積立金 365,975 

はまゆり基金特定預金 6,753,995 その他の積立金 2,030,828 

備品等購入積立金 2,030,828 

次期繰越活動増減差額 7,449,117 

次期繰越活動増減差額 7,449,117

（うち当期活動増減差額） 1,568,431

純資産の部合計 17,599,915 

資産の部合計 30,572,825 負債及び純資産の部合計 30,572,825 

会費納入ありがとうございました

　毎年七月を会費納入月間として、地区の行政連絡員の皆さんか

ら、班長さんを通じてお願いしております。

　村社会福祉協議会は、村民の皆さまが会員となって、一世帯ご

とに会費をいただき、その集まった会費で活動している民間の団

体です。会員の皆さまから納入いただきました会費は、村からの

補助・委託金、共同募金配分金、寄付金などと併せて、村社会福

祉協議会の活動費として活用させていただきます。

事務局職員　事務局長 　下　道　裕　一

事務局員　浜　坂　雪　菜

事務局員　松　頭　真　二
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	戸 別 募 金…行政連絡員さんの協力を得て、地域内の募金のご協力をお願いしています。

	法 人 募 金…企業や商店などの法人が行う募金です。税制上の優遇措置があります。

	学 校 募 金…福祉教育の一環として、主に小、中学校の生徒会などの活動により実施している募金です。

	職 域 募 金…会社や官公庁など、職場の従業員や職員の方から寄付していただく募金です。

	イベント募金…チャリティーイベント等の会場で、参加者の方から寄付していただく募金です。

１０月１日から全国一斉

が始まりました

赤い羽根共同募金　806,000 円　　歳末たすけあい　752,000 円

　今年度も、「赤い羽根は小さなことをしています。」をキャッチフレーズに赤い羽根共同募金運動が
始まります。
　この運動で集められた募金は、この地域の地域福祉事業等に使われます。主な事業として、ボラン
ティア協力校である村内小中学校への助成、移送サービス事業活動費、福祉だより発行等の財源とな
ります。強制ではございませんが、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

〜いろいろな募金〜

〜目標額〜

12 月より歳末たすけあい募金も始まります
ご理解とご協力をよろしくお願いします
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　成年後見制度の利用促進を目的として、下記のとお
りセミナーが開催されます。

　日　時	 平成 28 年 12 月 13 日（火）		
	 午後 1 時 30 分～午後 3 時 15 分		
　会　場	 久慈市総合福祉センター　講堂		
　内　容	 【報告】					   
		�  「久慈地域での権利擁護支援の取り組み

について」
	 【講演】
		 「成年後見制度の理解と活用について」
		  　～どんな時この制度が必要なのか～
	 【講師】
	 	 一般社団法人　権利擁護あおい森ねっと
		  　理　事　　鹿内　葵　氏
　主　催	 県北広域振興局、
	 久慈地区広域社協連絡協議会
　参加費	 無　料（事前申し込み不要）

　普代村共同募金委員会では、次のとおり義援金の受付
を行っております。

【義援金名称】
岩手県台風 10 号大雨等災害義援金

【受付期間】
平成 29 年 3月 31 日まで延長となりました

【受付窓口】
岩手県共同募金会普代村共同募金委員会
（普代村自然休養村管理センター内）

　受け入れた義援金は、県義援金配分委員会を通
じて被災された方に配分されます。ご協力をお願
いいたします。

　普代村社会福祉協議会では、低所得世帯の経済的な支
援を目的とした貸付を行っております。

貸付条件

〇 貸付額 10 万円以内（無利子）
〇 村内在住の連帯保証人（65 歳以下）が必要
〇 据置期間  6 ヶ月以内
〇 償還期間 20 ヶ月以内
〇 居住地区の担当民生委員の意見が必要

※�貸付申込から審査結果がでるまで 1～ 2週間程
度期間を要しますのでご了承ください。

矢巾町社会福祉協議会の皆さん
あたたかいご支援ありがとうございました
　平成 28 年８月 30 日に台風 10 号による大雨等によって、県内に大
きな被害をもたらしました。その２日後の９月１日に、矢巾町社会福
祉協議会の局員の方々が、被災者支援のためデッキブラシやスコップ
等たくさんの支援物資を届けてくれました。この物資は、当事務局で
被災者の皆さんに直接お届けいたしました。
矢巾町社協の皆さんのあたたかいご支援、心より感謝申し上げます。

　村社会福祉協議会に温かい寄付

が寄せられました。心から

御礼を申し上げます。

【平成 28 年度 4月〜 10 月分】

◇匿 名 様	 金�4,000 円
◇匿 名 様	 金�4,000 円

感謝の窓
 〜やさしい心にありがとう〜

お知らせ・ご案内

平成28年度権利擁護市民セミナー

災害義援金の受付について
たすけあい資金の貸付について

歳末たすけあいチャリティー演芸会
　　　ボランティアフェスティバル


